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見 い だ さ れ た 「 自 然 」

――『ティンターン寺院賦』前半の一解釈――

東 條 賢 一

1 . 1 7 9 8 年 7 月, r} -

ズ ワ ス ほ, す て に 『1) リ カ ル ･ バ ラ ッ ヅ』 の EI] 刷 に 若手

して い た書発出販店主 J ･ コ t 7 レを プ l) ス ト) i, に 訪ね , そIqj 足 で ,
J

娩 ド ロ シ
-

と共 匠 ワイ河渓谷再訪 の族に 出かけた b･ プ .) ス ト ル海峡乾そそ ぐセ ヴ ァ
- シ河

の渡 しをわた る と, 絞 ら:
･

ミ ワ イ河 に 沿 っ て , 徒歩, テ ィ ソ タ ー ソ - 向 っ た ｡ そ

の 日は ,■業し い僧院廃嘘と鉄 (特に鉄線) め生産で知られた こ の山あい の 町紅

一 泊, 翌 二 日目, 森林渓谷をさらに遡 っ て 歩く こ と十数 マ イ ル , を シ マ ス を経

由 して音波の 町 グ ･

y ド l) .

y チ に 入 っ た o 五年前, 1 79 3 年 の夏, ワ - ズ ワ ス が単

独 で こ の 他紅 や っ て発た時 馴 ま, 号早か ら更紅遡上 し, ウ ニ
- ル ズを北西転向

か っ て暁挺 と綬く ワイ河をた どり
- 恐らく,' こ の 河をそそぎ出す カ ン プ 1) ア

山地を望む べく 一 途く へ イ ･ オ ン ･ ワイか ら旨ル ス ･ ウ 正 ル ズ まセ歩き続け

た こ とがあ っ た
1'

o し か し ,
`
失意を鵜 匠 ,

.

これとい っ た 目的もなくさま･ よ っ て い

た前回の 詫と違 っ て , 今回は始め から轟作が 目的の 小施行 で あ っ た ｡ 三 日目,

二 人を恵･グ ッ ド
l) プ チ か らテ ィ シタ - ソ へ 戻り

L､
, さら紅河 口 の 町 チ ェ ブ ス ト タ に

下り, L 同 日, 舟 で再度テ ィ シ タ - ソ へ 引き返 した o こ うして , 彼らがテ ィ ソ タ

- ン か らブ 1) ス ト′♭ へ 梼還した のほ , 四 日目 の 夕刻で あ っ た ｡ 宿 へ の還すがrら,

ワ - ズ ワ ス は , ようやくi 帝を締 めくくる最後め 一 節を心 の 中で 口ずさんセい

た o 『l) 7) か レ ･ バラ ヅ ヅ 』 の巻尾を飾る傑作 『テ ィ ソ タ - ソ 寺院賦題 - 蕊

式 紅 は 『1 7 9 8 年7 月1 3 日, ワ イ河畔再訪の旅上 , テ ィ
-

/ ♂
- ン 寺院 より数 マ イ

ル上弦に て詠め る詩』 - が書かれた の は ,- そ の 晩の ことで あ っ 串o ワ
- ズ ワ

ス に よれば , 全1 6 0 行 監お よぶ こ の詩は , † 気珂成に書卓上げられたも
.

の で ,

｢ 一

行 た りとも書き直され る こ となく, 普た; プ t) ス ト ル に着く迄は 一 部た り
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とも記録される こ とがなか っ た｣
2' ∴ 作品で あるとい うo 欝 の 成立 の経緯は以上

の ようなもの である ｡

で ほ , こ の 詩は , 単純妄こ , 上をこ素描 した小旅行 の産物であ っ た と貰え るで あ

ろうか o 勿論 , ワ イ河畔再読なく して , こ の 詩がありえなか っ た ことは 言う迄

もない o しか し, そ の 背景として , 私達 は , まず次の 二点訂こ注意 しなければな

らない ｡ そ の
一 つ は , ワ - ズ ワ ス がそ の多感な少年時代を滞永地方とい う大自

然甲ふ と ころで過rL
て い たと い う こ と, もう∵

つ は ･ そ野最初の 社会体験 ⊥

7 ラ ン ス 革命と恋 へ の 没頭 - をこ 於 い て無残な挫折を味わ っ て い た と い う こ と

で ある ｡ こ の 二 つ の要因が なければ, 恐 らく , 『テ ィ ン タ ー ン 寺院賦』 と い う

作品の誕生も, 従 っ て叉 , 自然詩人ワ - ズ ワ ス の誕生も､, ありえなか っ た と言

っ て よ い o 何故なら, こ の詩ほ , 突放金 へ の第 一 歩 ( イ ニ シ ュ
-

シ 認 ン) に於

い て 著 し( 顔 つ い た魂が, 再び自然とい うふ る さと へ 戻 っ て自己野再生を計 ろ

うと した 読み で あり, 同時 に , それは又, 戻 ろうとt , て 戻考こ とか なわ ぬあの

無垢な少年時代 へ の 惜別の歌で もあ っ た か らである ｡
●

● ● ●

2 ･ 誇 の第 ⊥

節 ほ , 文字通り白琴の ふと ころ に 回 帰 し た 詩人 の喜びの 歌であ

る o 懐 しい ｢ 自然｣ と再会 した詩人を享, そ こ を離れてい た期 間の長く辛か っ た

ことを強調すると典をこ ,
`

a g a i n ,
‥

o n c e a g ai n
'

( ｢ 再び今｣) を繰り返 し つ つ , 育 て

の 弟 , 心 の 拠り所 で あ っ た ｢ 自然｣ に対し圃しみ をこ めた挨拶を送 る .
`

h e a r
'

,

`

b e h ol d
'

,

`

r e p o s e
'

,

`

v i e w
'

,

,

`

s e e
'

( ｢ 聞く｣ ｢ 仰ぐ｣ ｢ 憩う｣ ｢ 見 る｣ ｢ 見渡す｣) と ほ

単な る物理的動作で は なく, 自然 の 魂 丁 地霊 -

へ の 表敬で あり, よびかけ

である o ( ち なみ に , こ の 様な敦現ほ 『万葉集』 に も散見 され るもの と い う｡
さ'

)

同株に ,
こ こ で の 自然描写 も単な る叙景では なく, 赦そかをこ して の びやか な自

然 のた たず ま い , そ の 聖域軒こ対する頒歌と見なければならなもt, o

F i v e y e a r s h a v e p a s s e d ; a v e s u m m e r s , w i
､

t h■th e l表n g th

O f fi v e l o n g w i n t e r s ･

!
a n d a g a i n I h e a r

T h e s e w a t e r s , r olli n g f r o m t h eir m o u n t a i n - s p ri n 岳s

W ith a s w e et i n l a n d m u r m u r .
.

- O n c e a g a in
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1 ここ芦

( 五年の 歳月が洩れた ｡ 長 か っ た 五度の 泰の 月日と共に
●: '

:;･: 五度 の夏が過 ぎ去 っ たIJ! 一 そ. して再び今. 僕は閑
くあ
言
お く

'

や さし い 陸奥の さ さやきと共紅
▲

∴山 の 泉か ら

とうとうと流れ来 るこ の 河 の瀬音を｡ 再び今

僕は仰ぐ との 切り立て る雄大な嶺 を
こ

自然その まま の 奥ま っ た地 に し1 や懐き幽療の轟きを与え

地上 の風景と空の静寂を踏んで い る'こめ瞭嶺を ｡ .
､ ■日 は め ゃり釆･ 再び顔ほ こ こ敵意うょ

こ の欝蒼と した シ カ モ ア の木蔭をこ そ し七見 る

こ の つ 慈 しき田園の 家屋敷` こ̀ ,

の 許なせ る果樹の 園を
′

｡

-.1今 日び 夷は青く 園ほ純然たる療T i 色

､5 5
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ぐるりの森と茂みと紅とけ入 っ て の ぴやか な鍵 の景観を

掻 き乱す ことやない ｡ 再 び僕 ほ見渡す

こ の垣根の 連なりを - 持 とん ど垣根とも貰えぬ

気 まま に生 い茂 っ た藤木の 小さ き列

家
l々
の戸 口までも療に 染め て い る

こ の牧歌的田園 そ して 山林の 間より

今 せ い せ い と立 ち の ぼ早産の すと｡ お そらくあれは
U と け

人気なき森の 申 に あて どな( 住 ま い せ る人 為 の

生ける しる し ある い ぼ洞窟をこ住普う隠者 の しる､し o

た っ た ひとり 森 の隠者は 焚き火の そば に

坐 っ て い る｡)
山

冒頭 に言う五年とほ , 詩人旺 と っ て; 雪や氷 虻閉ざさtL た冬 の 様な失意の五年

で あ っ た o そ の 彼 の 軍曹こ, ワ イ河は ,
L
今, さながら春の せせ らぎの療紅 やさし

く, 遥 か彼方, 悠久 の時を刻む ｢ 自然｣ の ｢ 陸奥の ささやき｣ を運ん で来る o
● ●

こ こ で大切なの ほ
-

そ して , ･恐 らく , 自然をもの と して見るこ とに慣れて し

ま っ た現代読者に最も難 しい のほ -

私遵も又 , 詩人と共軒こ こ の自然の 内奥に

耳を偉け ること であるo .( 頻出す るゝ
`

t h is
'

;
`

t h e s e
'

は 詩人 の読者 紅対す る行為 へ

の無意識的ない ざない であ る｡ ) .ともあ■れ 空間を深奥をこ向 っ て果て しなく遡

行 しようとする ｢河｣ をこ象徴され る詩人の 構神 の動きが , こ の 帝 の 中核を なし

て い る こと 紅注意 した い o

さて , 最初 の
`

a g ai n
'

に 於 い て 永平運動をみ せた 詩人の 魂ほ , 二 ? 日の

`

o n c e a g ai n
'

に 於 い て垂直 ( もしくは上昇) 運動 に移 る｡ 即 ち , 詩人 の 日ほ ,

まず, 立 ち並ぶ森林の梢を見 , そ の上をこさ ら牽こ高く聖域をか ぎる様にそそ9 立

つ 断崖 の嶺を仰ぎ, 遂 に は , こ の聖地を つ つ ん で い る頭上 の 果て しな い未墾 に

見入 るi

o
つ まり, 時 の移ろ いをこ対する言及で始 っ た こ の詩は , こ こ軽重 っ て早

くも, 果て しない広がりと静寂を待 っ た不動 の空間, 言 い 換えれば ,･ 人間め時

間を超越 した 永遠なる自然の 神域を観菊 せ しめ る の であ る6 ｢ 五年の 歳月が 流
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れた / ｣
-
と い う第 一

行目 の詠嘆始発声は , 実は , 孤独な冬を体験 した詩人 の魂

から発せられた 自然 の魂 へ の呼びかけであらたが, そ の 二 つを恵, 今,
て∴
互 い 紅 合

一

(i n t e rf u si o n ) を 遂ザた の である o そ し て , こ の最初の 八行に 見 られる ｢ 呼

びか け ( 輿) ｣ - 十 ｢ 過去回想と磯奨描写 ( お よび自己省察)｣ - す ｢ 永遠性開示( ち

しくは未来予告) ｣
■
と い う展開の仕方ほ

~
, 羊の詩全体の 構造 で あり, 同時着こ{

･

各 節, 各段落に於 い てもその 内容を変化 させ つ つ , 繰 り返 し用 い られ るもめで

ある o 賓ほ , 読者が ｢ 惜定 ･ + 反惜定一- 総合｣ の弁証法とも言えるとの 爵の遜
､

動 , 詩人 の 魂の動 きに合流する こと で ある?
I
-

= 番目ゐ ･
`

a g a i n
' 二
は , 上 に見た自然 め神域をこ関す るよ り詳細な盛写 で

■

ぁり･

こと経 ぎで ある o さ る評言を借りれば, これは エ デ ン の園紅俊た光景であり･,
i

r欝蒼と し占 .J ヵ モ ア｣ は そ の神木であぁ｡
5,
s y c a m o r e ( オ オ カ ふ デ) と ほ ,

肥沃地甘こ育て ば, - 高さ釣4 0 メ - ト ル , 胴 まわり数メ - ト ル に及ぶとい う
L

大東
^
;
ニ

しかも, 語源的に ほ , ギ リ シ ャ 藩 で s 虎k o
'

桝 O r O S
, 即 ち fig

- m u lb e r r y ( イ車

ジ･クめ禾)･ を意味し, ~ こ れは , 時 々 リ ン ゴ の 木紅 代 っ て ｢知恵 の 禾｣ の 象徴と

され る
'
も の と い う｡ 勿論 , だか らと嘗

'

? て , こ の 光景がす べ て聖書的だとい う

q ) で ほな い o 良然 の内奥, そ の 神域 匠戻 っ て発た詩人が ,･ あたか も生れ変-っ た

ア ダ ム の棟紅 ,
`
｢知恵ゐ木｣ の木蔭で 周りの 景色 に見とれてい る

■
ことに注 目し

た い の である o
-
･

と- こ ろ で , 詩人を とり まく景色も, 今誕生 したばか り の 輝きと瑞 々 しさをた

たえて い る｡ ｢未だ熟さざる｣ 果樹園の実は初 々 し い管さを保ち ,･ 従 っ て , こ ▲

の 人 工的な自然 も ｢純然た る線
一

色｣ (
`

g r e e n a n d sim l Pl e
'

ほ`.
事

p u r e ･ a n d

si m pl e
'

という成句をふ まえる) を まと っ て , 野生bE-｢ の びやか な線の風景｣

を掻き乱す こ とは ない o 瀞人は人工乾 よ っ て破壊されて い ない こ の 野性本来の

自鎗を ことのほ か愛でる の で ある o 彼があえで
一

u n rip e f r uit s
'

∴を治さ し, 磨

い で
`

g r e e･n
'

を 二度も 口に し, 更紅ノ6 行目の
`

wi 1d
'

をもう 一 度1 5 行目で繰

り返す の も,
･

'

こ の 風景が悠久の 菅か ら変 る ことなく溌い て い る根源紛, 原初紛

自然 の再現である こと
･

を強調するため である o .i
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J 草て ,
一

番最後, 四番日の
`

o n c e a g i n
'

は , 前段 紅引き磨き ,･ 人 工的自然が

原初的自然 紅碍償. し調和 し
て
(
い る有様の 描写 で奉る o 再度,

`

w il-d
'

と
!

g r e e n
て

が 反復 され , 更 に そ の 同琴海と言える
`

s p o r ti v e
'

と
`

p 革St O r al
'

( 原義 は ｢ 牧場

の｣ 意) が重ねられ, 人 工
J

O 野生 へ の 調和と融合感が
一 層強濁 される. o しか し,

前段と逢う甲は , 詩人 の視線が こ こ で再び水平運動か ら垂直運動 紅転じて ゆく

こと である o..
r 垣根の.連なり｣ は ,･ 恐 らくやや上 の方患で半ば切り拓かれ.

,
f= 対

韓 の斜面を上 に 向 っ て ｢ 自由奔堺Fn. 克
っ て.｣. .
(
`

rヮn wi id
'

) い る ので奉り, 敬

畢を営む家 々 もその あた り旺 点在 して い るもの と思わ中る o. し､ずれ に せ よ, 請

人 の 目は牧場 の境界をなす ｢ 垣根甲準な-りJ を追 い , 戸ロ に ま で 迫 る牧草の擬

を追 っ て , 遂 に ほ , 轟 か ら立ち昇る いくす .じか の 煙を
.

とらえ率o 既 に 述 べ た棟

をこ , 当時 ,
テ ィ･ ､ ソ タ T ソ を中心 に ワイ渓谷各噂で鉄の 生産が行われてお り, 溶

鉱炉嘩の 炭焼 きも盛ん で あ っ たと㌧
.
､ うI O しを害しば扮摘され る棟ぎこ,- ワ

】
∵ギア一ス

の 馴こ映 っ た煙も, 恐 らくそ の
- つ で ほ な孝

､

?
'た カラと思われ るo

だが･, 興味深い こ-と に , 詩人. ワ
- ズ ワ ス ほ巧 みな碗曲表現 (

`

u n c e rt ai n
'

,

`

a s

m i g h t s e e m
'

) をこ よ っ て , 再び読者を日償的風景 り背後に 隠れ た自然の 壮大な

嘗居 へ と い ざな っ て ゆく q 彼は 壌ず , そ の療が森に 入 らや遊行 の民( ジ･プ y･
- )

の も の かと想像 してみ せ , 次 に ほ
-

,

'

h e r m it
'

と い う.静 を反復す拳エ …と.
紅
J
よ

● ● ●

っ て
- 擬数 の 道民で はなく , た っ た 一

人森 の 奥深く繁りす る犠老 ,∴圃ち , 隆

行僧 の もの と極埼 て 断定的に 据摘す る.｡ ､ そ.し て こ の 時,
∴詩人も又, そ り精神に

於 い て 自ら凝着とな っ て頭上 の碧空を兄上畔, ∴永遠 の 宇宙的･B-然 に対 し心か ら

の崇敬を捧げるの であるo 独坐する磯の前 紅燃え てい る.欠ほ , 存在の 証と し
.
て

の 生愈 の衆 であーり
, くL ゆり昇る 熟 ま森羅万象を戯 べ る自然の 官馬, ゝ宇宙 へ の香

華と貰えるだろうo こ う し て , 詩 の 寮 i :筋ほ †
∴

再び, 一 自 然 ( もこしくほ宇宙)◆と

帝人の 魂と.
の 昏

- 感, 物心 -

如感 吟表明をも っ･ て 終わ るの で 轟る
二｡
_

･ 以上 , 第
一 欝 の_. r 自然｣

,

L を い さ
､ぎか詳跡こわた b て観察七た の ほ , - - つ 紅 は

筆者自身を含め現代寵者疫
.

紘 ,. それが時折全く. と,雷ら
t

:で よV- ､ 枚 ど縁遠い･も
.

の 把

感じられ るか ら である o :又, 今 - ･ つ ぼ ,
`

Å j ･
;

S † 汐
.
…エ チ - ル 帝 ∴ J

t

,

;
!'
号

づ γ γ 諸…
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ダ･
-

ぶそ のす(
tl

, れ た論考で述べ た様K ･
6'

, か か る ア ナ ズ ワ ス め世界り 吟硬準な:

i. して,
'

.
こ り再会体を十｢ - 形式だ柑 でなく, そ の 内容を も禽吟十 - 一 熟 羊理解す

る こ
.､
とL は 困難だと思われ る.か.

b で ある｡ ､

ワ ∵ ズ ? スが肴㌦た 自ナ然,､ それは単なる ワ イ河畔 (今日 のて
i u 紬 d og o- / 附近

とい う
.

.ア') .の 光景 で は な＼｢ o-
･

J
明 ら か 粍それ は , 儀前 o- 自然

に 働きか吟≠; そq) 額
● ●

けを借り つ
-

? , 詩人 の 魂が文字通 サ直観 した L ｢ 自然｣ - 詩 の後単紅言う J 準･t

ば感受し, 半ば創造する｣ (1 1 7行) { こ と に よ
一

っ て成立 した ,
･

よ 汐神聖な, よ額

浄化 された自然 で あぅた表 それほ , . コ サ jL , I) ッ ジ の 『 ク - ブ ラ ･

カ
- ソ 』 の 世

界とは違 っ て , あらゆる事物が その 本質( ワ - ズ ケ ズは とれを
く

｢ 形象｣
■J
くf o r m )

と呼び , 咽 象｣ ( s h a p e〉 と区圃ずる) 紅療い 七肴嘩的嘩十をな ヾ

して率
.り, 人

間で すらその 統 一 を破壊す る ことは率い永遠不滅の 絶対世界で 奉.
っ 年表
-ン

L

L か も

ワ - ズ ワ ス に と っ て, こ れを羊自己の魂と外界と甲協力の上をこ域 卦㌧た単な る私

的宇宙 で はな( , 我 々カミ住-む
こ の 全世界 , 全宇宙の 究極助巽理なの で 軒らた o

8'

い や, 少なくとも, 『テ ィ ン壷⊥- ン寺院賦』
■

儲作 から-『序曲議ま
こ

(l1805 奉) r

/

竜成をこ
J

､･ ＼
■

.
"

至 る数年間, 紋は そう確信 し,
.
澄た ,
J
少なくともそう確信t)'ようと七轡けた の

l

で ある o I .

､

一 鉢, ワ ー ズ ワ ス を しTC: , や くも長 瀞 こわた っ て
.
, ･考の 絶対像畢を偉じ験け

させた の は何か o それほ , 主とし て 滞水地方紅 於ける紋の 少年時代 の体験で あ

っ た ｡ 俄 に ほ 自然と の 孤独な交わ りの 中で,
L

しば しば半ば無意識の うち直その
1

様な世界紅顔久 した思い 出があ っ た ■(最前自伝鱒 『序 曲』 をよ
.

冬め套欝録で あ

る) o そ の 意味 で , ワ イ河を遡行 し, 自然の 本癖羊舜ろう
'
i

E

す,i
,帝お妻.

び詩人

ワ - ズ ワ ス の運動は ' 失われた 軌 条われた 無垢り.黄金時代
J

T 中限り卑小 回帰

で もあ っ た の であ る｡
宇 / ㌔

▼
3 . さ て , 詩 の 第 一

節畠ミ, 全体として , 自然 へ の呼びか
r

杵 , 軸ち ,
さ

色感の海源をこ
I I

向けて の 空間的遡行 ( 上昇連動1 だ
'
っ た-とす丸ば

.
,
- 療土, 壌三療蝉と

毒

し て 回
1

憩 つ ま り過去 - の時間的通年･ (泰平運勢) であ革o ∴t , カi㌧チ i 琴∵節醍於い て ,

･/ _ _
,
I ■ '■. / ､ : .

I

:
:
'

..
詩人はそ の空間的遡行を必ず しも琴金時妃頃就草せ蒔か っ忠

:
* I

z

; .千
._
･..

,G
.
呈･中で も時
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閉め遡行が- 一 気敵お しすすめ られ る ことほ ない o -( 二 つ の遡行が共乾そめ･ 終極

紅 遵ゃる.めほ第四節である ｡) それ どこ ろか ,
･

億 る で暗い過去を否定 し去 るか の

棟旺 , 時間的遡行ほ た ちまち空間的遡行 ( 上昇運動) をこ よi ,･ て さえぎられ, ･ 遂

紅をま完全虹後者紅呑み込 まれて しまう｡
■書い換えれば,:

'

詩人は ,一騒音渦巻く
'都

会で の暗薄た る挫折の白 々 紅言及 L･ つ つ , 当時 の 自分 紅と
.

っ て今, 限転映 っ て

い る ｢ 自然｣
-
. が い か 拡大きな慰め であり′茜びで あ っ た かをくら返 し明らか紅 L･

よらt,す る の である o
･ 第 二節を引用 しようo

T h o u g h a b s e n t l o n g ,

T ll e S e L o r rn s o r I) c a u t y h i l V C 11 0 t I) e c ll t O l ll e ,

A s i s .

,

I 1 a l l d s c a pe t ( = 1 I)li n ° m i l n
'

s e y e
:

B u † o ft , i n l o n el y r o o m s , a n (1 mi d t h e (li lt

o f t o w n s a n d cit e s , I h a v e o w e d t o th e m ,

Ⅰn h o llr S Of w e a ri n e s s , s e n 組 ti o n s s w e e t ,

F e lt i n t h e もl o o
.
d , a n d f e lt a l o n g. t h e

r h e a r t ,･

A n d p a s sin g t ' v e l l i n t o l n y p u r e r m ill d

W it h t r {
･

l n q u il r e s t( ) m ti o n :
- f e e liJ l g S t o o

O f u n r e m e m b e r e d pl e a s u r e ; s u c h , p e r h a p s ,

A s m aiy h a v e h a d n o t r ivi al i n fl u e n c e

o n t h a t b e stL P O r ti o n of a
･

g･o
'

o d m a n
J'
s lif e ;

H is littl e , n a m el e s s , u n r
'

e m e m b e r e d a c t革

O f ki n d n-a s s a n d of l o v e ･ N o r l e s s ,㌔
I 七
千t
l St ,

T o t h e m I m a y h a v e o w ed a n o t h e r g if t ,.

O f a s p e c t m o r e s u bli m e ; t h a t bl es s e d m o o d ,

I n w hi c h t h e b u r th 6 n of t h e m y st e r y ,

I n w h ic h t h e h e a v y a n (1 t h e w e a r y w ei gh t

O f all this u n
'

in t elli gibl e w o rld

l s li g b t e n
'

d : -

tll ‡l t S e r e l l e a n d b l e s s e d m o o d ,

I n w h ic h t h e a ff e c ti o n s g e n tl y l e ヱI d u s o n ,

U n til , t h e b r e a t h of t h i s c o r p o r e .
･

1l f r a m e ,

A n d e v e n t h e m o ti o n of o u r h lムa n' bl
'
o o d

Al m o s t s u s p e n d e d , w e a r e h id a sle e p
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l n b o (l y , .
,

l n d b e c o m e (･1 1i＼･it l g S O ul ･

'

W h il e wi th a n e y e m a d e q ui et b y r
.

t h e
. p o w e

r

O f h a r m o n y , a n d t h e d e e p p o w e r
_
of j o y ,

W e s e e i r l t O t ll e lif e o f tlli n g s .

( とれら繋の形象ほ

長く こ こ を離れ
`

て い た閏も 僕 にと っ てほ

もの見えざる人 に と っ て の 風景 と同 じ では なか っ た o

騒 々 し い都会の どまん申で 臆 し い部屋の 申

憂愁紅沈ん で い たそ の時･･ これ らは しば しば

呼び恕
_
L てく.れた 血

の 申をめやり胸の 隅 々 をうるお し

すさ壬すカモ

清 々 し い 活力をも っ て 僕 の
一 朗主茂み切 っ た 心 の 中 - と

しみ 入 っ て来 るあ の素晴 しき感動を ･ ､

- そ
､

し で叉 苛人 の人生の最良の審分 その人の

･l ､ さな名もない 忘れ られがち な親切や愛の 行為に

お そらく少なか らぬ侮り難き感化を及ばす一

あのお ぼろげな逸楽の曳持を o 更紀文 .
思う紅

綬かならぬ これ ら形象か ら今
- つ の
.
より崇高なた ぐい の

贈物を僕ほ授か っ て い た o それは

さギめ なき運愈 の重荷か ら
･

J
-

4

.

不可解なこ の世 の重 い憂欝な負担か ら

解き放たれるあの視零された 心地
-

奉の晴朗なる至福感｡ そ の 中で内なる情愛畔 L

やさ しく傍らを導い･てゆき･ 遂 紅 は主の 五体の呼吸も

人血の動き_すらも殆ん ど停止 し･

入は 肉をこ於 い て眠 り< 生 きて い る魂･となるo

かく して 調和 の カと悦びの深 きカと串よ っ て
9 Lな こ

済 め られた限 で 僕 らは

部物の 生命 に見入 る の だ｡)

･

6 1



■

ぬ 見 ヽ ､
､■

●

だ さ･ れ･た ｢･自 然｣

｢ こ れら糞の形象は｣ (
`

t h e s e f t)土m s o f
■
b e a u t y

'

). とほ , - 見唐突な誇掛こ思

われるが, 天地関のあちゆる事物が びち しり
･L
よ汲んで有静的統十を成･tf て い る

森 羅万象の 世界を想像し
{

七 載れi
一

ぎ, 療人がそれを
‥

｢ 乗｣
二

.

`

と呼ぶ の も無塵畠､ らぬ

こと で ある｡ そ の様な ｢ 襲｣ の世界を彼は今, 心配をも っ て採え, そ 如 こ呼び

か けた の で ある o 従 っ て , 三 行目?
`

a bli n d･. m a n
'

(｢ 目の 見え狩人｣) とほ 肉

体的 - ソ デ ィ を背負 っ た人で はな･( , む し ろ未だ
.
JL h の野が開か申Eてし.

､な･ゝ
.
､入を

さす｡

こ の第 二節で最も注目すべ きこ二二とは , 商人が G ･ J ､ - ト マ ン の い ケと草
_
ろの

｢ 漸増的冗薄皮復｣ (
'

i n c t e' m e
?
七al:

I

:
r b d 由h

+d 畠n'6 e
'

) ?
'

を 凱 ､ で ,
;
A｢ 息然｣ が彼紅与

えて くれた恩恵を熱心紅億発 しようと.
ど

.も･て い る こ と で ある占･ 例えを､ギ.
`

s e h表立i主p n s

s w e e t
'

の 後 にく り返 される三 つ の修飾南野,
毛

f e elin g s. d
f･L
;
:

,強
n r e m 6 m b.や

r e d

pl e a s u r e
'

を説明す るため 現 } s u c h , 王嘩fh a p s
'
;F A s'̀､ 由a y. :h a v e h a

th . . / , . - そ して

叉 ,
`

t h a t bl e s s e d m o o d
'

∴をこ 統くこ つ め関係詞簡,
･

及 びそ の.再定義の試み ,
● ● ● ●

等 々 o しか し, 奨を い えば, こ れらほ J ''. ふ-
~
ト 汝-- シが青う凝な

ラ

｢冗語反復｣- セは

な い ｡ それ どころか , ワ - ズ ワ米めや恕紅や ま.れぬ曳痔b {
:1

6.
一出た極めて必然的

な ｢累加的論証｣ ( c u
p

m u l 良t主v
'

6
▲
･a; 如 血色n t) と い う

'
ペ き

･

も の である
～

･

ムー｢ 自然｣ の

存在を誰よ りも強く意識 し, ｢ 自然｣ の恩恵虹心か ら感謝 し七いた 飯紅 と. っ ･て
,

そ の 意義をで きるだけ正確をこ, 誠実に , 把握 しようとするのを
-よ当然の こ

･

と-･と貰

わねばな らな い ｡,

｢ 自然｣ が ワ - ズ ワ ス 紅与えてくれた と ＼ゝう三 つ ぬ恩恵, ･そ の ちうも
h

の 療 T
A

と

第三 の も のは , 私遵 も又, 高原や淘を紛れた折 に , 或 い ほ山 の 頂き/K 立
'
i た 折

に実感しう るもの であろう o こ 丸紅対して , 贋 二 の 恩恵は , め ( t
t

ま れた盾然 の

中 で , の び の びと育 っ た思 い 出がある人紅 よらて の み;.L 漠然と感じられる.もの

であるかも知れない ｡ い ずれ に せ よ. ,. 詩人紘 ,･ 幼
･

少年期配 受けた棟 ふな廟愛

が絵局は大人紅 な っ て か らの人間的像.しさめ源K
'
なる∴と侶ずるめであぁ,

｡
､
･

第三 の 恩恵紅 つ い ては , 上記引用の 原文1 4 行目か. 鳩 ･や始め られ るの であ る

が, そ の 実体が明らか百こなる の ほダ ブ シ 沈 紅 よ っ て三分割暮れた第三添後段 に
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於 い て である ｡ 不可解な運命にみ まわれ酷薄た る気辞で過して い た都会で の 日

々 を回想す畢詩人の魂は i 前 ,- * , 傾 , と段を追うごと着こ次第 に上昇し,
■後段紅

於 い て再び物心 一

癖 の高揚 した境地 に達する o そ の 後段 二行目の ｢ 情愛｣ (
`

t h e

a ff e cti o n s
'

) とほ , M ･ ム ア マ ン が柑摘した稔をこ
l O'

, 慣れ親 しんだ .自然 の景物

をい とし い , 発 し い と思う･気捧 であろう･ム_
L 言 い換えれば, 人間鮮生れながち旺

滞 っ て い る自然紅対 して 感動す る心, ･自革を愛 して しまうや, ? 孝り, あの

『虹 』( T h e R ai n b o ul) に 言う
`

n a t u r琴1
.
pi e ty

'

絹 然 V- 零す卑生れながらの

敬愛の念) を さす であろうo しか し,. /誇行紅即 して 見る限り, こ の イ情愛｣
.
紘

人間が自然に対 して 抱くもの のみ ならず , ｢ 造化｣∴(
` N a t u r e

'

s･ s e
.
1f
'

) ち. A , 人

間 に対 し て縛 っ て い るも の の輝軒解されるや であ るd
ユキ'

:一否 , ･む しろ , そう で な

ければ , も し, そ の様に魂葬耳凝互乾 開
､
争ゝれ耳し…

､ る の で なければ, ･入関 の ｢率ご

れ る限｣ が森羅万象の ｢調和の カ｣ (秩序のカ) 終 よ
J
つ て ｢清め られ る｣

.
こと

● ● ●

なく, 叉, そ の ｢ 生命 に見入 る｣ こ と もありえな い であろう ｡

4･ . ∴き. て ,
′
第三節ほ詩前半の 締めく.くりで

■ある ｡ こ れ壷ま僅か九行 .

■( 也
.

/ テ ン 汰

と七
:

て ほた っ た の
｣ 文) 吻短い詩行 であるが,･ 注意探 ( 蔑めば,

･

とエ 紅-も叉あ

の- .F 措定 ふ反措定 ネ 給食｣ とい う弁証法的劇的な 艦行違動が 見られるめ で あ

る ｡- 詩人は ,
'''まず, 第二節後段で表明 した森羅万象の世界とそこをこ住む人間と

;

め合 一 が ,
l 単なる誤らた 私的信念に 過ぎぬ の では ない か と自問ずる表 そ し で次

紅 は , 牢餅の様な都会 で の 暗黒 の 白 々 を 想起 し その 申で, .と鳥かくも眉然を

へ 妙ぐ ゥ 冬日 々 が,- こ I l か に 大きな慰め で あ っ た かを再確認す率o

lf tlli s

鮎> b 止t
'

a v a i n
L
b eli e f

, y e t , o h ! h o w o ft ,

!

I n -d a r k n e s s , a n d a m id t h e m a n y s h a p es

o f j o yl e s s d a y J ig h t ; w h e n
:

暮

t h 岳 f r e tf ul s ti r

･tJ n p r
=

o
<
点t abl e. , a n d t h e f e盲e r

▲

･占f th e w ムrld ,

H a v e h u n g u p o n t h e b e a ti n g s o f m y h e a r t ,

H o w of f , i n s pi ri t , h とI V e I t u r n e d t o t h e e
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O s yl v a n W y e 王 T h o u w a n d e r e r th r o u g h t h e
-

w o p d s ,

, H o w : , o ft e n h a s m y s pi ri t t u r n q d 号o ▲t h e e
.
i

( も
'し, こ の こ とが

′

空 しい 信念乾 しかすぎぬとした ら,

だが , お お .
′ い かをこ しば-しば 暗闇の 申 で

ひ なか

そ して 味気ない 日中わあまた の 党費のた だ申で

`
無益な心猿き乱す煩悩や世親の熱病が

僕の 心臓の 鼓動 に の しか か っ て発たその時-

い か に しば しば 韓は精神をこ於 い て

お まえ紅 向 っ た こ とだろう おお舞浜き
-
ヮィ河 よ!

森 の 申を放する者よ い か に しば しば 贋の 魂は

お食え へ と向 っ た ことだ ろう/ ) -

｢ 臆･さ｣ を印象づける言葉亭こ綻い て, 詩人が実際に味わ っ た であろ う焦輝感が
i

f r etf ul
'

-

`

u n pとo f圭.t銑b l e
'

- ･
L

jTe v e r
'

と い う[ ど】菅の 反復に よ･ っ てなん と巧み に

表現されて い る ことだ ろうo Lそ して叉,tL 最初の
`

h o 吋 o ft
'

か ら∴
`

h a v e
.
h u n g

u p o rl
J

. .

.

.h e a rt T.
･ 符 至 る長く息づ澄る襟な留保の 後で , そ の緊張を解き殊つ か の

棟に , ワ イ河 へ の 呼びかけ と共 匠更 に 二 つ の
`

h o w of t( e n )
'

が なん と効果的

iこ反復 され る ことだ ろう ｡

それは ともかく, 第 二節と遵 らて , こ の 第三鮮紅は 空間飽水乎運動は あら て

も上昇運動は ない o 言 い換えれば, 第 二 節で永遠的自然 との夢み る ような合 一

感を歌 っ た詩人ほ , そ の観轟か ら見る限り, ジ ュ ラ
-

) レが拒摘した棟に., こ こ

で 一 度 ｢ ア ン チ ィ ･ ク ライ マ ブ ク ス｣ 甲状轡こ戻る の で 郎 o

1 2,
◆
し か し, 初

論 , こ れは詩的感情が下降 したと
ノ

し
二

､ う意味ではなし丁｡ そkLl ど こ ろや
､
･ 再 び現実

の ｢緑漉き ワイ河｣ に 日を転じた帝人は ,
.
こ エ に於い て, 昏常胎自卿こよせ る

彼の愛情の 探さを最も切実をこ衰申した と革えるの であるo .

以上 , 詩前半の 一 応 の まとめと して, そ の 動きを比喰的紅表現する ここ､とが許
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され るなら, 私達は次の 棟紅 言う芯せ が出来よう｡ 水平運動･と垂直運動を繰り

返t / なが ら過去 ･ 現在とい う時空を超え, 未来永劫転変ぁ るこ となき悠久の 乗

客に 向 っ て大 きく蛇行 し上昇 して発た 詩及び帝人 の魂ほ , 禽 三野ぎこ 至 っ て, 再
･ わだか ょ

び ⊥ 鼠 由をこ象 っ て; 次の 更な畠飛淘 妃 向け てその カ督矯あるべ ぐ壌
r
っ ても

4
'

<

る の
-
である ,
`
とょ J ･ 女･ ダ .j なィ` に よれば, ワ - 女 ワ

J

ス ほ , こ の 詩 の
- 歯円舞

的な構造を コ ウ′†
.} ッ ジ の 会音詩 『真夜中の 霧威』( F 少c si '

一

a i A 4i
'

d n i g h i) か
巴
1

1

ら学ん 如 だともJ う
'

o

1 豊

壌 免 ｢ 幽葱
■
し , 緒写L ･ 奉告す る精神の■内的 ド卓 マ｣

紘 , こ れ迄 の所でも
_
くり濁 し現われ て奉り, 七 れボ詩全体琴あて は ま畠こと

'
を羊

既虹遷べ串通 り であ るo 但 し,_ よ り厳 卸
こ言冬は,

コ ウ ル リ ty
:

ジ の 詩を息,
.
蛇が

そ の尻琴を噛ん でい 拳ウ p _
ポ ロ ス 的◆円環構準を成 し, そ の 中こ人間的もしくぼ

宇宙的友愛を つ つ み こも
.
うとす るo こ れ に対 し て , 『テ ィ ン ク ー

.
ソ寺院賦』,

,
蕊

び ワ - ズ ワ ス ほ , 川 の流れ の如く, あ る い ぼ)i[ の 神とされ る準o.如
く, 癖艇蛇

行 し つ.
つ 上昇し,

.
･. 遂に ほ , ･ 澄 み 切 っ 鞍天.

の 晴朗をめ ざす野で ある o ちなみに , I,･ 】

竜 とほi
･

. 春分 Kl･ は天 に昇り, 秋分 にP_ま地 紅下 っ て将 に 潜むも.のとも1 うや 『サ イ

モ
t

/ ･ 1)
-

逮 ( Si 桝 O n L e e) や 『ブ レイ クおばさんと - リ ー ･ ギ }L , 過 ( G o o d y

B l a b-c 抑 d, H a r r31
,G ill) な ど 『リ 1) カ ル ･ パ ラ t

y ヅ』 の人間辞群を歌 っ た人

間詩人 ワ - ズ ワ ス が淵紅棲む竜とすれば, 『テ ィ ン タ ー ン 寺院賦』 や 『序曲』

へ-と向かサ白義歯人ワ 一 女 ワ ス は , そめ儀表ミより自由な詩的境地を求め 七天粕

uf,為姿 で あぁとみ る こ とが出来る ｡

( 昏)

1 ) 1 7 9 3 年の単執行紀澱も1 て ア
-

ギ ワ ス 声ミ, ビ ル ス ･
{ ウ 芯 ル ズ よ りも更に遠く ワ イ河を

辿 る か の駐こ カ ソ ブ
1) ア 山地を越え,

-

}

r

: . .野の地 デ ビ ル ズ ･ ブ 1) ッ ジや ア バ 1) ス ト) イ

ス ま で達した可能性も完全紅 は香定できない楼で ある o もし, そうだとすれば, F ティ

ソ タ - ソ 寺院賦』 68 J 7 2 行監 いう｢ J p 魔の如く｣ 山野をか叶 め ぐっ たと い う襲撃ほ 十

層現実味を帯び る で あろ う｡ 彼 の ウ ェ ー ル ズ探訪 の詳細に つ い て は, M a r k L . R e ed ,

.
W o r d s 轡 O r th : T h e_ ,

C h r q n 6l o g 31 0f 紘 e
.
E a r l y Y e a r s , 1 7 7 0 - 1 8 1 5

.( C
a m b rid g e ,
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e d ･ W ･ J
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B
･ J J O w e n 2 n d
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ぐこ
.
t を意味すると いうo
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一 の 上に 成立す る の が A rt だ とす る - マ ソ ソ の 言

葉
`

T h u s
,
i s A rt , a n a t u r e p a s s e d th r o p g h t h e al e m b i c o f

.
m a n ･

'

( N a t u r e) 紘 , ワ
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